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本講は最近の日米やアジア太平洋地域を念頭に、先進諸国の国際政治経済の理論的分
析に必要な諸枠組を概観する。先進諸国間の経済関係の深化に伴うシステム、サブシ
ステム（地域）、および国内関係の変動が焦点のため、南北問題、環境問題、国際債
務問題、国際機構などの論点や、従属理論（マルクス主義理論）、帝国主義論、長期
変動理論、レジーム論などの理論は取り扱わない。国際政治や比較政治の基礎知識は
望ましいが要件ではない。
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